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〈要 約〉

国語科 にお いて は心豊 かに表現 し理解 す るために、言語能力 を高 めてい くこととともに、

児 童の思 いや願 いを大切 に し、 自 ら学習 しよ うとす る意欲 を高 め、児童 が主体的 に取 り組

め るよ うな学習 を創造 してい くことが求 め られて いる。

本研究 は、言葉 を大切 に して進んで伝 え合 う力を培 うために、話 し合 う活動 を中心 に進

め ることと した。話題 ・題材 の選択や話 し合 う活動、 さ らに評価の方法等 を工夫 す るこ と

によ り、 これか らの情報化社会 にあって、主体的 に生 きる力を は ぐくんで い くことをめ ざ

した ものであ る。
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1全 体研究主題及び基本的な考え方

全体研究主題 言 葉を大切に し、進んで伝 え合 う子 を育 てる指 導の工 夫

話 し合 う学習活動 を通 して

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

情 報 化,国 際 化 の時 代 と言 わ れ る今 日で は、 パ ソ コ ン、 フ ァク ス、携帯 電話 等 様 々 な コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ンッ ー ルが 発 達 し、 遠 く離 れ た地 域 、 国 々 の人 々 と も手 軽 に情 報 の や り と り が で

き るよ うに な っ た。 ま た、 そ れ らは小 学 生 で も手 軽 に扱 え る よ うに もな って い る。 しか し、

多 くの情 報 や 機 器 が あふ れ る反 面 、 核 家 族 化 、 少 子 化 が 進 む なか で 、 会 話 を通 した コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンが 不 足 し、 人 間 関 係 が うま く築 け な い た め に、 い じめや 引 き こ も りを 引 き起 こす

児 童 た ち が増 え て い る こ と も事 実 で あ る。

この よ うな 時 代 を生 き抜 い て い く児 童 に と って は、 自分 に必 要 な情 報 、 正 しい情 報 を 選 別

す る力 が必 要 に な って く るで あ ろ う。 ま た、 国 際 化 の時 代 に あ って は 自分 の考 え や情 報 を 相

手 に正 確 に伝 え て い く と と もに、 相 手 の思 い や考 え を受 け 止 め る力 も重 要 に な って くる で あ

ろ う。

平 成10年12月 に告 示 さ れ た新 学 習 指 導 要 領 で は 「ゆ と りの中 で 自 ら学 び 自 ら考 え る力 」

等 、 「生 き る力 」 の育 成 を基 本 と して い る。 そ れ を受 けて 、 国語 科 で は、 「言 語 の教 育 と して

の立 場 を重 視 し」 互 い の立 場 や考 え を尊 重 しな が ら、 言 葉 で 「伝 え合 う」 能 力 の育 成 を 提 唱

して い る。 これ は、 情 報 化 ・国 際 化 の時 代 に あ って求 め られ る重 要 な能 力 で あ ろ う。

新 学 習指 導 要 領 は平 成14年 度 か ら完 全 実 施 とな るが 、 国 語 に お い て は漢 字 指 導 に 関 す る

部 分 を除 き、 今 年 度 の移 行 期 間 か らの実 施 が認 め られて お り、 各 学 校 で そ の 内容 を ふ ま え た

指 導 が積 極 的 に な さ れ る こ とが期 待 され て い る。 そ こで 、 「伝 え 合 う」 と い う観 点 か ら学 校

の現 状 を み る と、 児 童 へ の意 識 調 査 を通 して、 「話 を 聞 いて は い る よ う だ が 内 容 を 正 し く理

解 して い な い」 「会話 を 通 して 本 音 を表 に出 す こと に慣 れ て いな い」 「友 人 との っ な が りを 求

め て は い るが コ ミュニ ケ ー シ ョンが うま くい か な い」 とい った児 童 の姿 が浮 か び 上 が っ て く

る。 また学 級 会 等 の話 し合 い で は 「話 し合 うの は好 き」 「話 し合 うと 自分 の考 え が変 わ った 」

「問 題 が解 決 され て よか った」 と い う声 もあ れ ば、 一 方 で は、 「大 勢 の前 で意 見 を 言 うの は恥

ず か しい」 「笑 わ れ そ うだ か ら意 見 は言 わ な い」 等 の言 葉 も聞 か れ る。

私 た ち は、 児 童 た ち に、 言 葉 に込 め られ た 自分 や相 手 の思 い を 自覚 し、 言葉 を 大 切 に使 っ

て ほ しい と願 っ て い る。 ま た、 これ か らの 時代 を た くま し く生 きて い くた め に 、 互 い の思 い

や 考 え を 尊 重 し合 い な が ら伝 え合 う力 を伸 ば し、 望 ま しい入 間 関 係 を作 って い って ほ し い と

考 え て い る。

この よ うな こ とか ら、 本 研 究 主 題 を上 記 の よ うに設 定 し、 「伝 え 合 う」 場 面 が も っ と も よ

く現 れ る、 「話 し合 う」 活 動 に視 点 を 当て て 研 究 を進 あ る こ とと した。
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2研 究主題 に対す る基本的 な考 え方

研究主題 の 「言葉 を大切 にする」及 び 「進んで伝え合 う」 につ いて、本研究 で は次の よ う

に とらえた。

(1)「 言葉を大切 にす る」 とは

① 相手や場、 目的や意 図に従 って、適切 に言葉 を選んで話す こと。
*1

②言葉 に込 め られた相手 の意図 や思 いを考 えなが ら聞 くこと。
*2

③言葉 に触 れ、親 しみ、 日常 の言語活動 に生か して い くこと。
*3*4

以 上の と らえ方 は、次 のよ うな基本 的な考 え方 を基 に して いる。

*1「 適切 に言葉 を選ぶ」 とは

○言葉遣 いに気 を付 ける こと

○ 自分 の思 いや考 えに合 う言葉 を選ぶ こと

○相手 の立場を考 え、言葉を正 しく使 うこと

○相手 や 目的を意識 して、伝え たい内容 にふ さわ しい言葉 を選ぶ こと

*2「 考 えなが ら聞 く」 とは

○相手 の言葉 に関心 を もって聞 くこと

○相手 の話 を 自分な りにイ メー ジ しなが ら聞 くこと

○聞 いた ことを基 に 自分 の考 えや感想 を もつ こと

○話 の順序 や中心 に気 を付 けて聞 き、分 か らないことは聞 き返す こと

*3「 言葉 に触 れ、親 しむ」 とは

○言葉 の意味 や使 い方 に関心 を もっ こと

○相手 の言葉 の使 い方 のよさに気付 くこと

○ 自分の言葉 の使 い方を振 り返 ること

*4「 日常 に生か す」 とは

○意味 や使 い方を知 った新 しい言葉 を進 んで使 お うとす る こと

○身 に付 けた言葉 を使 い、相手 や場 に応 じて話 した り、 よ りよい人間関係 を築 いた

りして い くこと

これ らの と らえ方 は、具体的 な 「期待 される児童 の姿」で あると もいえ る。 これ らを基 に

各分科会 で 「目指す児童像」 を設定 し、 よ り具体的 に研究主題 に迫 るよ うに した。
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② 「進んで伝 え合 う」 の とらえ方 とは

① 進 んで伝 え合 う児童 の姿

児童 が進んで伝え合 うためには、話題 に興味があ った り 「話 し合いた い」 とい う強 い思

いや願 いが あ った り、「話 し合 わなければな らない」 とい う児 童 に と っての強 い必 然性 が

あ った りす る ことが前提 になる。

また、 相手 を尊重 し、 自 ら高 めよ うとす る意識 も大切であ る。その上で、互 いの考 え を

知 り合 った り(相 互理解)互 いの考え を高 め合 った り(相 互啓 発)し 、 また、 それ らの伝

え合 いを通 して、 自己の欲求 に対す る満足(自 己充実、 自己実現)が 得 られ る児童 を 「進

んで伝え合 う児童 の姿」 ととらえた。

広げること

深めること

蜜とめること

斬たにっくること

①話■ ・題材に輿昧 ・関心があって…

②伝え合いたいという強い思いや願い脅えがあって…

③相手や目的に伝え合う必然性があって…

② 「伝 え合 う力」 の とらえ方

5つ の意議

だれと(相 手)

何のために(目 的)

子どもが 何を掌めて(謀 ■)

どこで(燭)

どのように(方 法)

3つ の話す ・聞く力

自分の息いが伝わるように話す力

壱意騰レて 網手の愚いを愛け止めながら聞く力

互いを圏め合いながら話し合うカ

児 童 が 進 ん で伝 え 合 お う と して い る と き に、相 手 ・目的 ・課 題 ・場 ・方 法 の5っ を 意 識

し、 話 し手 の立 場 に な った と き に は、 自分 の思 い や 考 え が伝 わ るよ うに適 切 な 言 葉 を選 ん

で 話 した り、 聞 き手 の立 場 にな った と き に は、相 手 の言 葉 か ら思 い や考 え を 探 りな が ら聞

い た りす る力 が必 要 で あ る。 ま た、常 に話 し合 いの 仕 方 に気 を付 け、 互 いの 話 し合 い の 仕

方 を振 り返 っ た り、 話 し合 う こ とで 相 手 や 自分 の よ さ に気 付 い た り、話 し合 って 得 られ た

こ とを大 切 に した りす る こ とが で き る力 も重 要 で あ る。 本研 究 で は、5っ の 意 識 に基 づ い

た3っ の話 す ・聞 く力 を 「伝 え 合 う力 」 で あ る と と らえ た。

一4一



II研 究の概要

1研 究の構想

新 しい学力観
・ 「生 きる力」

新 しい評価観

・形成的評価

・個人内評価

東京都教育委員会の教育 目標

・基礎 ・基本の徹底

・自ら学ぶ意欲

・思考力、判断力、表現力

社会的要請
・情報化

・国際化

保護者の願い

〈研究主題〉

言葉を大切にし、

進んで伝え合う子を育てる指導法の工夫
一 話 し合う学習活動を通 して一

国語 科 の ね らい

・伝 え合 う力 ・・
児童の実態

教師の願い

〈 目 指 す 児 童 像〉

○楽 しみなが ら話 し合 う子

○互いの思 いや考えを受 け止め合お うとす る子

○話 し方、聞き方を振 り返 り、工夫 しようとす る子

1

〈研 究 仮 説〉

互いの思 いや考えを伝えたり、受け止めたりで きる活動を設定 し、話 し合 い

を振 り返 る学習活動を工夫 していけば、言葉 を大切に し、進んで伝え合 う子が

育つであろう。

1
〈研 究 の 内 容〉

基礎研究 授 業 研 究

話 し合 い の

基礎 ・基 本

の技能 系 統

表作成

話題 ・題材の工夫 話 し合う学習活動の工夫 評価の工夫

○児童の生活 に根 ざ

しているもの

・みんなの考 えをま

とめて いくもの

・自分 の考 えを広 げ

たり深 めた りで き

るもの

○話 し合 いの基礎 ・基本 を

身 に付 けさせるための工

夫

○相手意識 ・目的意識 を も

たせる工夫

○ 目的に応 じた話 し合 いの

方法(形 態 ・人数)

○自己評価

○相互評価

1
11

低 ・中学年分科会 高学年 分科会(A・B)

低学年研究 テーマi中 学年研究 テーマ 高学年研究 テーマ
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2各 分科会の研究の概要

研究主題 目指す児童像 研究仮説

言葉に親 しみをもち、 ○話す ことや聞 くことに喜び ○話 し方、聞 き方を振 り返 り、

楽 しみなが ら伝え合 う のもてる子 一 人 一人 が 「話 して よ か っ

学習活動の工夫 た」「聞 いて よか った」 と思

低
○相手を意識 しなが ら、話 し

たり聞いたりする子

える学習活動を工夫すれば、

言葉 に親 しみを もち、 楽 し

みなが ら話 し合 う子 が育 つ

学
○話 し方、聞 き方を振り返り、

よさに気付 く子

であ ろ う

低

● 年

中

学

年 適切 な言葉 を選 び、 ○楽 しみなが ら話 し合 う子 0互 いのよ さを認め 合 い、 「分

楽 しみなが ら伝え合 う か って も らって よ か った 」

分 学習活動の工夫 ○様々な考えを認あ合い、 自 「また話 し合 いた い」 とい う

分の考えを広げる子 気持 ちを引 き出す よ うな学

科 中 習活動を工夫すれば、 適切

○話 し方、聞 き方 を振 り返 り、 な言葉 を選 び、楽 しみ なが
ム
冨

次の話 し合いに進んで生か ら話 し合 う子が育つで あろ
学 そうとする子 う 。

年

適切な言葉を使い、 ○話 し合うことのよさに気付 ○ 目的意識を もった学習活動

高 目的に応 じて き、話 し合 いを楽 しむ子 の中に必然性の ある話 し合

学 計画的に話 し合 う い活動を繰 り返 し位置付 け、

年

分
高

学習活動の工夫 ○見通 しを もって話 し合 い、

よ りよい考 えを求 める子

見通 しを もって話 し合 う技

能 と態度が身 に付 く指導 を

科 積み重ねていけば、 適切 な

会 学 ○話 し合いの目的に沿 って振

り返 り、より効果的な話 し

言葉を使い目的 に応 じて計

画的に話 し合 う子が育っで
,一. 方、聞 き方を工夫する子 あ ろ う。
A

。
年

旦
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基本的な考え方

〈言葉 に親 しみ をもつ〉
○進んで言葉で伝えようとす る。

○新 しい言葉に興味をもち、進ん

で使おうとする。

○相手に応 じて、ふ さわ しい言葉

があることを知 り、使お うとす

る。

○話の内容や話 し方に興味をもち、

聞こうとする。

〈楽 しみなが ら伝え合 う〉
○話題に沿 って話 し合い、互いを

分か り合おうとする。

○自分の考えを振 り返 り、 はっき

りしたり、変 わったりしたこと
に気付 く。

○話 し合 うことによって、 互いの
よさに気付 く。

〈適 切な言葉 を選 ぶ〉
○新 しい言葉の意味や使 い方を知

り、進んで使 う。

○相手や目的に応 じて、ふ さわし
い言葉を選び、話す。

○相手の思いや考えを受 け止 めよ

うとする。

〈楽 しみなが ら伝え合 う〉

○自分と相手の考 えの相違点や共
通点を考えなが ら話 し合 い、互
いを分かり合おうとする。

○自分の考えを振 り返 り、深 まっ
たり広が った りしたことに気付

く。

○話 し合 うことによって、互いの
よさを認め合 う。

〈適切 な言葉 を使 う〉
○自分の思いや考えに合 う言葉で

話す。

○相手や目的 ・場に応 じた言葉で

話す。

○相手の反応 を見て分か りやす い

言葉で言い換えて話す。
○話 し合 いを円滑に進めるたあの

言葉を工夫 して話す。

〈目的に応 じて計画的に話 し合う〉
○話題 ・題材を見付ける。

○目的意識を明確にもつ。

○自分の意図や立場 に応 じて、話

す内容を明確にもっ。

○話 し合いの進め方が分か る。

○話 し合いの 目的 に沿 って振 り返

る。

研究主題に迫るための手だての例

①話題 ・題材 の工夫
視点…児童にとって身近な話題
・みんなの考えをまとあていくもの…遊びやお楽 しみ会の話 し合い ・お話

作 り・お祭 りの相談
・考えを広げたり深めたりすることができるもの…発見 したこと ・で きる

ようになったこと ・読書などの感想交流 ・夏休みの体験 ・遊び方紹介 ・

作 り方紹介

②話 し合 う学習活動の工夫
・話 し合いの基礎 ・基本を身に付けさせるための工夫…話型習得のための

言葉遊び
・相手意識 ・目的意識をもたせる工夫…問答(な ぞなぞ ・教え合い ・質問)

・目的に応 じた話 し合いの方法…対話 ・フリートーキ ング

③評価の工夫
【自己評価】個に応 じたああての設定 ・話型の手引きに沿った評価項 目 ・

絵を用いた評価(③ ㊥⑧)

【相互評価】よかったことやアドバイスなどの伝え合い ・一言感想カー ド

【自己 ・相互評価】めあての掲示 ・振り返 りカード・テープによる振り返り

① 話題 ・題材の工夫

視点…自分の体験を基に考えられる話題
・みんなの考えをまとめていくもの…編集会議 ・群読台本作 り・物語作 り

・考えを広げたり深めたりすることができるもの… ブックトーク・見学の

計画 ・賛成 と反対に分かれて

②話 し合 う学習活動 の工夫
・話 し合いの基礎 ・基本を身に付けさせるための工夫…視聴覚機器を活用

した話 し合いの振 り返 り・話 し合いの手引きの活用
・相手意識 ・目的意識をもたせる工夫…インタビュー ・交渉 ・相談

・目的に応 じた話 し合いの方法…小グループでの話 し合い ・フリー トーキ

ング

③評価の工夫
【自己評価】自分のめあての設定 ・次時のめあてにっながる評価 ・話 し合

いボー ド

【相互評価】よかったことやア ドバイスなどの伝え合い ・相互評価カー ド

【自己 ・相互評価】振り返りカー ド・評価基準の明確化 ・話 し合いの価値

を見取る自由記述 ・ビデオテープや録音テープによる

振り返り

①話題 ・題材の工夫
視点…適時性があり、話 し合う価値のある話題題材
・みんなの考えをまとめていくもの…学校行事のスローガン ・卒業に関係

するもの
・考えを広げたり深めたりすることができるもの…夏休みの体験 ・将来の

こと ・環境問題

②話 し合 う学習活動 の工夫
・話 し合いの基礎 ・基本を身に付けさせるたあの工夫…ロールプレイを活

用 した話 し合いを進めるたあの指導
・相手意識 ・目的意識をもたせる工夫…目的意識を明確にもてる単元構成

・目的に応じた話 し合いの方法…フリートーキング・パネルディスカッション

③評価 の工夫

【自己評価】振 り返 りカー ド(あ あての焦点化 ・次の活動への意欲づけ)

支援計画(個 のめあてに沿った内容)
【相互評価】振 り返 りカー ド(話 し言葉による伝え合いと受容的態度)支

援計画(全 体や各グループへのア ドバイス)
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3話 し合 いの基礎 ・基本技能系統表

話

し

合

い

の

基

礎

●

基

本

受
け
止
め
な
が
ら
聞
く
カ

認
め
合
い
な
が
ら
話
し
合
う
力

伝
わ
る
よ
う
に
話
す
力

員

雪五◎口

活

動

例

低 学 年

①顔を見て うなずいたりあいつちをうったり

して聞 く

②途中で口出ししないで聞 く

③分か らないことを尋ねる

④(← ②)最 後まで聞 く

⑤順序を意識 しながら大事なことを落 とさな

いように聞 く

⑥(←①)相 手の話を引き出すような言葉かけ

をする

⑦相手の話を受け止めるようにして聞く

⑧話題に沿 って話 し合 う

⑨自分の知識や経験に照らし合わせて話 し合

う

⑩顔を見ながら話す

⑪一人でずっと話 さない

⑫(←⑩)聞 き手に応 じて繰 り返 し話す

⑬尋ねられたら答える

⑭(←⑫)相 手の表情や反応を見ながら話す

⑮最後まではっきり話す

⑯順序を表す言葉を使って話す

⑰大事なことをはっきりさせてか ら話す

⑱(← ⑯)順序よ く整理 して話す

「仲良 く話そうJ(自 己紹介)① ②⑦⑩

「絵を見てお話J(説 明)② ⑦⑪

「先生あのね」(見聞 きしたことを知 らせる)

③⑨⑪⑫⑬

「ふんふん それで」(あ いつち)①③⑦⑫⑬

「糸電話で伝えよう」(伝 える)

④⑤⑭⑮⑯⑰

「お店屋さんごっこ」(応対)③ ⑨⑫⑬⑭

「話 したいな夏の思い出」(報告)

⑥⑧⑨⑯⑱

「作 り方紹介」(紹介)⑤ ⑭⑮⑯

中 学 年

(1)話の中心に気を付けて聞 く

(2)話の受け止め方が正 しいかどうか確かめな

がら聞く

(3)メモを取 りながら聞 く

(4)いろいろな人から意見が出るように声をか

ける

⑤自分の考えと比べながら聞 く

(6)相手や目的を意識 しながら話し合 う

(7)(E-(5))互いの考えの相違点や共通点を考え

なが ら聞 く

⑧(←(7))いろいろな考えを大まかに分類する

(9湘手の考えのよさを認め自分の考えに取 り

入れる

(10)時間を意識 して話 し合 う

⑪(← ⑰)話 の中心をはっきり決めて話す

働 メモをもとに話す

(1叙←⑱)活動の順序、時間の順序、場面の順

序、移 り変わ りの順序など考えて話す

(1む(←⑪)話 の要点が伝わるように話す

(15)相手や目的に応 じた適切な言葉遣いで話す

「さい ころ トー ク を しよ う」(会 話)

○ ● ● ●!1)(11)

「絵 か き ゲ ー ム 」(説 明)(1)(2)(1D(13)

r遊 び 大 作 戦」(検 討)⑤ ⑱(1×6×11)

「お 話 リレー」(話 を続 け て作 る)(1)(4×5×11)

「私 は誰 で しょ う」(問 答)③ ⑬(2)(6)

「劇 を 作 ろ う」(劇 作 り)(4)(6)(9)(13)

「イ ンタ ビ ュー しよ う」(イ ン タ ビ ュー)

(2)(3)(12)(1(15)

「こん な とき に ど うす る 」(ロ ー ル プ レ イ)(1Df13)(15)

r子 ど も電 話 相 談 室 」(ロ ー ル プ レイ)

(2)(6×9×10×14Xl5)

「賛 成 と反 対 に分 か れ て 話 し合 お う」(デ ィ ベ ー ト)

(7)(8)(10)(1

rボ ラ ン テ ィ ア体 験 報 告 会 を しよ う」(報 告)

(4)(6)(13)(15)

「自分 た ちの 特 選 詩 集 を作 ろ う』(検 討)

(4)(5)(6)(7)(9)
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年

◇(←(1))話 し手の意図を考えなが ら聞 く

(2)話の受 け止め方が正 しいかどうか確かあな

が ら聞 く

(3?メモを取 りなが ら聞く

◇話の組立てや言葉遣いに注意 しながら聞く

f4}いろいろな人か ら意見が出るように声をか

ける
(6)相手や目的を意識 しなが ら話 し合 う

O(←(7))自 分の立場や意図をはっきりさせなが
ら話 し合 う

ゆ(←(8})意見を整理 したり,新 たな問題を見っ

け出しなが ら話 し合う
⑨相手 の考 えの よさを認め 自分の考え に取

入れる

(1㊥時間を意識 して話し合う
φ見通 しを持 って話 し合う

Φ友好的な態度で話 し合 う

◇(←(4})事実と感想、意見の組立を工夫 したり、

資料や例示を活用 して話す

③(←(14))考 えた ことや自分の意図が分かるよ

うに話す

(㈹メモをもとに話す

⑨(←(15))目的や場 に応 じた適切な言葉遣いで

話す

「意見交換会をしよう」(話 し合い)

(2×3×12)ぐ〉〈》《〉(奪〉

「6年 生を送る会」(話 し合い)(4)Φ ◇〈〉

「運動会のスローガンを話 し合おう」

(話 し合い)(4ゆ Φゆ

F5年 生にバ トンを渡す会を開こう」

(フ リー トーキ ング)(6×9)◆ Φ〈〉(か⑨・

「対談 ○○町の昔」(対 談)⑥ ◇OΦ ⑨

「夏休みの体験を語 り合おう」

(フ リー トーキング)働 ◇¢〉Φ¢・⑧

「パネルディスカッションの方法を知ろう」
～地球環境の問題を考えなが ら～

(パネルディスカッション)(9)〈 〉@φ ◇⑧

「コマーシャル討論会」(討 論)

(10ゆΦ◇Φφ⑧

rク ラス討論会」(デ ィベー ト)⑩◇〈〉Φ《》◇⑧

「今江祥智さんの作品について語り合おう」

(話 し合い)(9)◇ ◇ΦΦΦ

「話 し合いの基礎 ・基本技能系統表』について

1、 この系統表は,学 習指導要領解説国語編(平 成11年5

月)を よりどころとして作成した。

2、 話 し合う活動における基礎 ・基本を明確に し、観点別

に系統的な配列を試みた。

3、 螺旋的 ・反復的に繰 り返 して学習することを基本 とす

るために2学 年 ごとにまとあた。

4、 低学年の事項は①②…で,中 学年 は(1)②…で,高 学年

は●●…で示 した。

5、 矢印(←)で 系統的 ・段階的な高まりを示 した。

6、 言語活動例に単元名、話 し合 う活動の内容または形態、

その単元で身に付 く基礎 ・基本を示 した。(基 礎 ・基本

の番号は上の表の番号に一致する。)

言語活動例の実際

【低学年】

ふんふん それで

二人組で対話を行 う。聞いている方 は必ず 「うん、 う

ん」「それか ら?」 などとあいつちを うっようにす る。わ

からないときには質問をする。 ゲームなので必ず あいつ

ちをうっことをルールにする。

お店やさんごっこ

魚屋さんとお客さんなどの役割を決 あて、mル プ レ

イの手法で応答の練習を行 う。 どんなや りとりが予想 さ

れるか児童に考えさせる。

【中学年】

さいころ トークをしよう

大きなサイコロの面に1つ ずつ違 う話題(「 友達」「遊

び」「好 きな食べ物」「宝物」など)を 書 き、 そのサイコ

ロを振って出た面の話題で会話をする。 話題か らそれな

いように聞き手も質問をする。

子ども電話相談室

相談者,相 談員(解 説者),司 会,ま とめ役に係 を分担

し、一人一人の日常の悩み事を解決するための話 し合 い

をする。電話なので顔は見えない。 メモを取 り、大事 な

ことを落 とさないように聞 く。

【高学年】

今江祥智さんの作品について語 り合おう

今江祥智の作品 「トラよ、走れ!」 「野の馬」の続 き話

を考え、異なる展開を予想 した友達 と語 り合 う。 自分の

立場や根拠をはっきりさせなが ら話 し合わせる。

クラス討論会

「思いを伝えるなら電話がいいか、手紙がいいか」 な

どの話題について、 自分の考えをはっきりさせた上で、

電話派 。手紙派の2グ ループに分かれて討論会 をする。

理由を明らかにして話すことや相手の意見を尊重す る態

度などを指導する。
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皿 各分科会の実践

1低 ・中学年 分科会1

團

研究主題 言葉 に親 しみを もち、楽 しみ なが ら伝 え合
う学習活動 の工夫

適切 な言葉 を選 び、楽 しみなが ら伝 え合 う

学習活動 の工夫

1単 元 名 遊 び大作戦 一 楽 しい遊 びのル ールを考えよ う[基 礎 ・基本(1)(6Xl1)]

2研 究主 題 と単元 とのかかわ り

児 童 は、 これまでの生活 の中で、 ルールを工夫 し楽 しく遊 んだ経験 を もって いる。 そ こ

で、 これ らを生 か し遊 びのルールを話題 と して取 り上 げ、楽 しく話 し合 い、話 し合 った内

容 が生活 に生 きるよ うな学 習活動 を考え ることに した。

自分の考 えたルールを伝え るには、 自分の考 えを もち、相手 にわか る言葉 を選 ぼ うとす

る過程が あ る。 また、相手の考えを理解す るには賛 同の言葉 を返 した り、分 か らない こ と

を尋ね た りす る過 程があ る。

本単元 は、話 し合 う目的を意識 して、以上の ような言語活動 を繰 り返 し行 うこ とで、 楽

しみなが ら伝 え合 う力を付 けるための単元 と して設定 した。

3学 習指導計 画の概要(本 時4/7)

主な学習活動
○指導事項

●教師の支援
◎評価

継続

学習

一
。遊 び のル ール の工夫 の ○話 し合いのめあてを も ◎学 習 のめ あて を カー ド

次 手順を見通 し、話 し合 つ こ と。 に書 いたか。

O いの めあて をっか む。 ● ビデオテープを活用する。

1
・自分 の考えた変身遊 び ●自分 の考えをまとある ◎互 いに考えの相違点や 一

の ル ー ル を カ ー ドに ま ため の カー ドを活 用 す 共通点 を考 えなが ら話 分

と め る 。 る 。 し合 っ た か 。
間
ス

二
・3～4人 の グ ル ー プ で ○互 いの考えの相違点や ◎話 し合 って よか った こ ピ

次 変身遊 びにっいての話 共通点を考えなが ら、 とは何 か。 i

チ
0 し合 い、 グルー プの変 話 し合 うこと。 ◎振 り返 りカー ドに記 入 ●

身遊びを決定する。 ●振 り返 りカ ー ドを活 用 し、 次時 に生 か そ うと 朝

し、 学 習 の めあて につ して いるか。
の

対
な げ る。 話

タ
・グルー プ ご とに決 定 し ○相手の考えを受 け止 め ◎相手 によ く分かるよ う イ

三
次

た変身遊 びを学級全体

に発表する。

分 か らない ことは尋 ね

ること。

に工夫 して 発表 して い

るか。

ム

1
0 ◎互いの考 えを理解 しよ

うと して いるか

・お楽 しみ会で、計画的に変身遊びを行い、自分たちの考えた遊びを学級全体で楽 しむ。

(学級活動)
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(4)本 時の学習

① 目標 ・ああてをを もち、相手 によ く伝 わるよ うな言葉や話 し方 に気をっ けて、楽 しく

話 し合 お うとす る。

・互 いの考 えた遊 びの相違点や共通点を考え なが ら、話を最後 まで聞 く。 また、

質問 や確認 を しなが ら話 し合 う。

② 展開

前時の学習内容
・遊 びの工夫 にっ いて、 自分 な りの考 えを 「へん しん カー ド」 に書 く。

主な学習活動
○指導事項

●教師の支援
◎評価

1.本 時 の めあて を確認 し、 ●学習の見通 しや話 し合 いの ◎話 し合 いのめあてを もった

学習の見通 しをもっ。 めあてを書 いた掲示物 を活 か 。

用す る。 ◎前時までの学習を生か した

○前時までの学習か ら、話 し 話 し合 いの めあて を もった

合 いの めあて を もっ こと。 か 。

互 いの遊 びのにて いるところや ちが うところを考 えなが ら、 グル ー プ

のへん しん遊 びにっ いて話 し合お う。

2.【 前半】 【前半】 【後半】 【前半】 【後半】

《話 し合 い グループ》 《話 し合 いグル ープ》 《話 し合 い グルー プ》

3～4人 の グル ープで 自 ○相手の考えを認ある言葉を ◎ 自分の考えた変身遊びにっ

分の考えた遊 びについて 返 した り、 分か らな い こと いて、 相 手 に よ く分 か るよ

話 し合 う。 は質問 した り確認 したりし うに話 したか

《聞 くグルー プ》 ながら、相手 と自分の考え ◎相手の考え と自分 の考 えを

話 し合 い グル ー プの話 し の違いを考えなが ら話 し合 比べな が ら話 し合 って いた

合 いを、 めあ て に沿 って う 。 か 。

聞 く。 ● 内容 によ って は、 「へ ん し ◎相手の話を受けて、 自分の

3.《 話 し合 い グルー プ》 んカー ド」 の活用 を促す。 考えを話 して いるか。

自分 の話 し合いについて ●必要に応 じて絵や動作など ◎分か らないことは尋ね互い

振 り返 リ、 カー ドに書 く も取 り入れて説明す るよう の考えを理解 しようとして

《聞 くグルー プ》 に助言 す る。 い る か 。

話 し合 い グル ー プの話 し 《聞 くグループ》 ◎ 自分の話 し合 い にっ いて、

合 い につ いて振 り返 り、 ●話 し合 いのめあて に沿 って 振 り返 りカー ドに記 入 した

カ ー ドに 書 く。 相手 グループの話を聞 くよ か 。

4.【 後 半 】 うに助言す る。 《聞 くグル ープ》

前半 の話 し合 いグループ ●振 り返 りカ ー ドに は自由記 ◎相手グループの話 し合いに

と聞 くグルー プの立場 を 述の枠を設け,話 し合いの つ いて、 めあて の沿 って聞

交替 す る。 内容的な ものに も触れ られ き、振 り返 りカ ー ドに記 入

(自己評価 ・相互評価) るよ うにす る。 し た か 。

5.話 し合 いの よい と ころや ○相互評価 は1対1を 基本 と ◎友達によいところや感想 な

ア ドバ イ ス、 感想 を1対 し、話 し合 いで よか った と どを伝え たか。

1で 互 いに伝 え る。 や感想な どを互 いに伝える

次時学習内容
・前時の自己評価や相互評価を生かし、話 し合いの続 きを行い、 グループの変身遊 びを決定す

る 。
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(5)授 業 実践 の成果 と課題

〈成果 〉

① 話 題 ・題材 の工夫

○児 童 にと って身近 な話題

○児 童 の興味 ・関心 のある話題

・自分 な りの 遊 びの 工 夫 を 考 え 、 自分 な りの考 え を

も って 進 ん で 話 し合 い に参加 す る こ とが で きた。

・楽 しみ な が ら話 し合 い を進 め る こ とが で き た。

○互 いの考 えの相違点 や考えが

分 か りやす い話題

・同 じ種 類 の遊 び で グル ー プを作 り、 ル ー ル の工 夫

に着 目す る こ とで,互 いの考 え を 比 較 す る こ とが

で き た。

○話 し合 った ことが生活 に生 き

る話題

・学級活動 と関連 させ、話 し合 った変身遊 びを学級

お楽 しみ会 で行 うことで、話 し合 う目的や見通 し

の明 らかな活動 とな った。 また、 「話 し合 ってよ

か った」 という満足感 も得 られた。

② 学習活動の工夫

○学習 の導入段 階 にお けるサ ンプ

ルや ビデオ テープの活用

・話 し合 いのめあてを具体的 な姿 として と らえやす

か った。 この段階 で考 えためあてがその後の話 し

合 いの自己評価 や相互評価 に生 きた。

○小 グルー プでの話 し合 い ・一人一人 が自分 の考 えを話 した り、相手 の話 を受

け止 あた りす る ことで、話 し合 いの基礎基本 を身

に付 け ることがで きた。 また、話 し合 いの参 加 意

識 も高 ま った。

③ 評価の工夫

○振 り返 りカー ド

○評価 の観点

・学習 の導入段 階で話 し合 いのめあて をっ くり、評価 の観点 と した

ことで、評価 の意識 が高 ま った。

・自己評価 では、 自分 な りのめあてを評価項 目に追加す る欄 を設 け

ることで、 自分 のめあてを意識で きるよ うに した。

・評価項 目のほか に自由記述 の枠を設 けた ことで、話 し合 いの成 果

や楽 しさな ど、 内容面 や関心 ・意欲 ・態度面 に も目を向けた評価

がで きた。

○相互評価の方法 ・1対1で 相 互 評 価 をす る相 手 を決 め る ことで 、 相 手 の話 し合 い の

様 子 を よ く見 て い た。
・ 《話 し合 い グル ー プ》 と 《聞 くグル ー プ》 を 分 け、 話 し合 い を し

て い る グル ー プ とそ れ を評 価 す る グ ル ー プを 別 にす る こ とで、 評

価 の観 点 に よ り気 を付 けて 相 互評 価 す る こ とが で き た。

〈課 題〉

○児童 に とって話 し合 う必然性 のある話題 ・題材 の開発 と単元構成の工夫

○視聴覚機器 の効果的 な活用

○ メモの書 き方 やその活用 の仕方 にっ いて の指導

○学 習の めあて にそ った評価項 目の吟味

○評価 計画 の作成
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囮
(1)単 元 名4の2ネ ッ トワー ク新 聞 を作 ろ う 〔基 礎 ・基 本(5)(6)(7)(8)(15)〕

(2)研 究 主 題 と単 元 と の か か わ り

転 校 した 友 達 の 手 紙 を使 って の新 聞 作 りは、 話 し合 う目的 も明 確 で あ り、 意 欲 を も っ て

取 り組 め る話 題 で あ る。 手 紙 か ら新 聞 に載 せ た い内 容 を 出 し合 い、 自分 た ちの 作 りた い 新

聞 に合 うよ うに記 事 を選 択 す る活 動 を設 定 した。 この話 し合 いか ら、 友 達 の 考 え を 自 分 の

考 え と比 べ なが ら聞 き、 適 切 な言 葉 を使 って 自分 の 考 え を 明 らか に しな が ら付 け加 え て 話

す な ど、 話 し合 い の基 礎 ・基 本 を身 に付 け る こ とが で き る と考 え た。

㈲ 学習指導計画の概要(本 時4/8時)

時 主な学習活動 ○指導事項 ●教師の支援 ◎ 評 価

1

・転校 した友達の手紙を読

んで、感想を交流する。
・転校 した友達 と交流する

方法を考える。

●友達がどんなふうに成長 して
いるか伝え合うという目的を

知 らせ、意欲を高めるように

する。

◎新聞づ くりの目的をっか
めたか。

1ネッ トワー ク新聞 を作 ろ う1

2

・ど うい う新 聞にす るか話

し合 う。
・友達 の どんな ことが知 り

たいか グルー プで話 し合

い、質問等 をま とめ る。
・話 し合 いについて振 り返

り、 カー ドに記入 す る。

●話 し合いのめあてを提示 して

学習活動に目的をもつように

する。

○互いの思いの共通点や相違点

を考えながら聞 くこと。

○いろいろな考えを大まかに分

類すること。

◎進んで話 し合いに参加 し
ようとしたか。

◎話 し合いのめあてに沿 っ
て話 し合 うことができた

か。

3

・前時 に話 し合 った ことを

基 に して、転校 した友達

に手紙を書 く。

●質問状にならないよう、自分
たちの生活の変化 も知 らせる

手紙を書 くように助言する。

◎前時 に話 し合 った ことを

基 に して、手紙 を書 くこ

とがで きたか。

4

本

時

・返 信 され た手紙 を読んで

感想 を交 流す る。
・記事 に したい内容 につ い

て話 し合 う。
・話 し合い につ いて振 り返

り、 カー ドに記入す る。

●話 し合いのめあてを提示 し学

習に目的をもつようにする。

○互いの思いの共通点や相違点
を考えなが ら話 し合い、話を

まとあていくこと。

◎進んで話 し合いに参加 し
ようとしたか。

◎話 し合いのめあてに沿 っ
て話 し合 うことがで きた

か。

【U

ρ0

78

・話 し合 いなが ら、新聞作

りをす る。

(グ ルー プで1枚)

○相手、目的を意識 して言葉を

選び、伝えたいことがはっき

りとした新聞を作成すること

◎話 し合いを生か し、自分
の思いが表れた新聞を作

成することができたか。

8

・作成 した新聞を印刷 ・発

行 し、新聞を読み合う。
・転校 した友達へ発送する

○制作者の思いを受け止めて、

転校 した友達のことを思いな
がら最後まで読むこと

◎新聞から制作者の思 いを

読み取ることがきたか。

一13一



(4)本 時 の学 習

① 目標 ・新 聞 にまとめ るたあに、進 んで話 し合 いに参加す る。

・互 いの思 いや考 えの共通点 や相違点 を考 えなが ら話 し合 い、記事 に したい内容

を まとめて い く。

② 展開

前時の学習内容
・転校 した友 達 にっ いて知 りたい ことをグループで話 し合 い、友達 に手紙を書 く。

主な学習活動 ○指導事項 ●教師の支援 ◎評価

1本 時のめあてを確認 し ●学習の見通 しや話 し合いのめあ

学習の見通 しをもっ。 てを書いた掲示物を活用する。

●以前の振 り返 りカー ドの反省を

想起させて、本時の話 し合いに

生 かす よ うにする。

転校 した友達か らの手紙を読んで、新聞に載せる記事を決めよう。

2 返信 された手紙 を読む。 ●手紙の内容で気になるところは

線 を引 くよ うに助言す る。 ◎感想を話すことができ

3手 紙を読んで感想を交 ○友達 と自分を思いを比べながら た か 。

流 し、他の友達に知 ら 聞 き、付 け加 えて話す こと。 ◎友達の考えに対する自

せたい記事を出し合 う。 ●話 し合いがうまく進まない場合 分の考えを話すことが

は、話 し合いの手引きを参考に で きたか。

す るよ う助言 す る。 ◎賛成や反対の意見が話

4カ ー ドに記事 に したい ○互いの共通点や相違点を考えな せ たか。

ことを書 き、話 し合 い が ら話 し合 い、話 をま とあてい ◎一人 の考 えで な く、 グ

ボー ドを使 って新 聞に く こ と。 ルー プでの まとあがで

載せる記事を決める。 ●記事 にな りそ うな項 目をカー ド き た か 。

に書 き出 しながら、検討するよ

うに助言 す る。 ◎話 し合いのめあてに

5話 し合 いを振 り返 り、 ○めあてを意識 して、自己評価 ・ 沿 って話 し合 うことが

カ ー ドに 書 く。 相互評価をすること。 で きたか。

●話 し合いを振 り返 り、評価基準

に合わせて評価するように助言

す る。

次時の学習内容
・新聞の内容、 レイア ウ ト、 見出 し、原稿担当を話 し合 い、新 聞づ くりを行 う。
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(5>授 業 実践の成果 と課題

く成果〉

① 話題 ・題材の工夫

・転校 した友達 のがん ばっている様子や周囲の環境 を知 り、気付 いた ことを広げた り、

新聞 にす るためにま とめた りで きる話題であ った。

・転校 した友達 の様子 と自分 たちの様子 を比べ ることによ り、 自分 たちの成長 を振 り

返 る ことが で きた。

② 話 し合 う活動 の工夫

・話 し合 いボー ド(画 板 ぐらいの大 きさのボー ドに、大 きめの付箋 を付 けて い く)を

使 い、話 し合 った ことや思考 を視覚的 に表す ことによ り、話 し合 いを整理 した り、

まとめた り、新 しい課題 をみっ けた りす ることがで きた。

・広 げる、 ま とめ る話 し合 いの手 引 き(話 型)を 参考 に して、話題 にっなげて話 そう、

積極的 にかかわ りなが ら聞 こうとする仕方 を身 に付 けた。

・モデル ビデオ(小 グループでの話 し合 い ビデオ)を 視聴 して、手引 きの生か し方 や

話題 をっ なげた り、広 げた りす る ことが理解で きた。

③ 評価 の工夫

・次時 のめあてを決 め ることに、 自己評価 を有効 に生かす ことがで きた。

・手引 きやモデル ビデオか ら自分 の課題 に気付 いて、 自分 な りのめ あてを もっ ことが

で きた。

〈課 題〉

○ 自己評価 におけ る客観 的な基準 の必要性 にっいて検討 して い くとともに、 自己評価 の項

目につ いて一層 吟味 してい く。

○ 支援計画 を基 に した計画 的な教 師の支援 や評価 を工夫す る。

○学習内容 や学習活動 に合 わせた弾力 的な時 間配分 を考 える。

一 話 し合 いボー ドをっか っての話 し合 い 一
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C学 年A分 科会1 研究主題 適切 な言葉を使 い、 目的に応 じて

計画的 に話 し合 う活動 の工夫

國
(1)単 元名 考え よ う!わ た したちの町のバ リアフ リー 〔基礎 ・基本、O@Φ ◇φ〕

② 研究主題 と単元 とのかかわ り

本単元 で は、児童が 「研究 グル ープ」 を組 み、 グループ毎 に選 んだ地域 の施設 や場所 の

「バ リア フ リー」 について調 べ、誰 もが暮 らしやす い社会 を 目指 そ うとす る人 々 の願 い に

気付 いた り、バ リアフ リーの現状の改善等 にっいて提案 で きるよ うに話 し合 った りす る。

単元 の最 後で は、 自分 たちの考えた 「わた したちの町のバ リアフ リー」につ いて、グルー

プ ごとの提案 を、市役所 の福祉課の方 に聞 いて もらう活動 を設定 した。 これに よ り、必 然

性 のあ る、 目的を もった話 し合 いがで きる。

また、道徳 の学 習 と して アイマスクや車椅子体験、設備 や施設 を調べ る取材等 の活 動 を

行 った。 これ らの体験 や取材 の裏付 けによ り、児童 が自分 の考 えを もちやす いよ うに、 ま

た、 自分 の意見 に 自信 が もて るよ うに と考 えた。 そ して、話 し合 いの場 を多 く取 り入 れ、

毎回 自分 たちの話 し合 いを振 り返 らせ ることによ り、計画的 な話 し合 いの力 が付 くよ うに

した。

(3)学 習指導計画 の概要(本 時3/5)

*校 内で のアイマス ク体験、老人福祉施設で の車椅子体験を、事前 に道徳授業 で行 う。

時 主な学習活動 ○指導事項 ●教師の支援 ◎ 評 価

1

・研究 グループで調べた内

容や提案事項を話 し合い、

発表 メモを作 る。

○事実 と意見 を分 けて、発表

メモを作 る こと。

(19ペ ー ジ資料参照)

◎組み立てを考えてメ
モを作れたか。

◎進んで話 し合えたか

2

・メモを基 に、研究 グルー

プ内で発表練習 をす る。

● ど うした らよい発表にな る

か、 とい う視点か ら助 言す

る。

◎内容が伝わるように
工夫 して、練習に取

り組 めたか。

3

・発表練習グループ(違 う場

所や施設を調べた者)で 発

表 し合い、意見交換する。
・研究 グループに戻 り、発

表内容を再度話 し合う。

○相手の言いたいことを考え
なが ら話の内容を聞 くこ

と。

○出された意見を基に、発表
の内容が効果的に伝わるよ

う、話 し合うこと。

◎話 し手の意見を聞き

話題 に沿って質問 し
たり、意見を述べた

りすることができた
か。

4

・本発表 に向けて、内容や

組み立てを話 し合い、発

表の練習をする。

○前 時の話 し合 いを基 に、新

しくメモを作 ること。

◎効果的な組み立てを

考えてメモを作るこ
とができたか。

5

・市役所 の方 に来て もらい、

自分 た ちの調 べ たことや
バ リアフ リーにつ いての

提案 を聞いて も らう。

○目的や場 に応 じた適切な言

葉遣 いで話すこと。

●自信を もって発表するよう

に励 ます。

◎ 自分たちの考えや意

図が伝わるよう、工

夫 して話すことがで

きたか。
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(4)本 時 の学 習

① 目標 ・他 の グル ー プ に、 自分 た ちの調 べ た こ とや考 え た こ とを、 話 の組 み立 て 等 を

工 夫 しな が ら伝 え る。

・相 手 が伝 え よ う と して い る こ とを考 え な が ら話 を聞 く。

・自分 た ちの 考 え た こ とが 、 よ り明確 に伝 わ るよ うに、 発 表 の 内容 に っ い て話

し合 いを 深 め る。

② 展 開

前時の学習内容
・メモを基 に、内容 を効果的 に伝え るための工夫 を考 えなが ら、発表 の練 習を した。

主な学習活動 ○指導事項 ●教師の支援 ◎評価

1本 時のめあてを確認 ○発表や話 し合いのああてを十 ◎見通 しをもって学習に

す る。 分 に意識す ること。 臨 もうと してい るか。

考え よう!わ た したちの町のバ リア フ リー

1

2発 表練習グループに ○メモを基に話の組み立て等を ◎ メモを基に自分の意図

な って,自 分 たちが 工夫 して発表す ること。 が伝わるように話せた

調べたことを発表 し ○相手が伝えようとしているこ か 。

合 う。 とを考え,メ モを取 りなが ら ◎相手の話を、 メモを取

話 を聞 くこと。 りなが ら、聞 くことが

で きたか。

3発 表に対 して質問や ●意見の交流が進まないグルー ◎ メモを基 に、 自分 の意

意見の交流をする。 プには指導 ・助言をす る。 図が伝わるように話せ

・わか りに くいと ころ た か 。

・よ り詳 しくす るとよ ◎相手の話を、メモを取

い ところ りなが ら聴 くこ とがで

・付 け足 し き た か 。

4研 究 グル ープに戻 り ○根拠を明 らかにしなが ら、話 ◎進んで話 し合いに参加

練 習 グル ープで出 さ す こ と 。 してい るか。

れた意見を基に、よ ○話題か らそれないように話 し

りよい発表にするた 合 う こ と 。

めの話 し合いをする ○前の人の意見を受けて話すご

と 。

5本 時のまとめをする ○話 し合いめあてに沿って振 り ◎話 し合いのああてに沿 っ

返 ること(19ペ ージ資料参照) てに沿 って振 り返 り、

カー ドに記入 で きたか。

次時の学習内容
・本発表に向けて、本時の話 し合いを基に内容を修正 し、発表の練習をする。
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⑤ 授業実 践 の成果 と課題

〈成果〉

①話題題 材の工夫

○児童 に と って やや難 しいか と思 われた課題で あ ったが、 自分 たちで調べ る活動 を通 し

て、 自ら進んで多 くの ことを見っ けよ うとす る態度が身 に付 いた。調べ た ことは、 そ

のまま人 に伝え たい内容へ と変わ っていき、伝 えるための内容を グループで話 し合 い、

決 め ることがで きた。

②話 し合 う学 習活動 の工夫

○相手意識 ・目的意識 を もたせ るたあに市役所の人 に来 て もらうことが、児童 の話 し合

う意欲 を高 め る上 で有効で あった。

○付箋紙 を使 った発 表 メモや聞 き取 りメモを活 用す ることによ り、 メモを基 に話 を膨 ら

ませ て話 す力 や話 題 に沿 って話 を聞 き取 る力 を身に付 け ることがで きた。

③ 評価の工夫

○話 し合 いのめあてを記入 して学 習に臨んだが、 回を重 ね るうちに児童 が 自分 の実態 に

合 っためあてを記入 で きるよ うにな ってい った。

○ 支援計画(下 図参照)に 基 づいた支援 が効果 的であ った。

児童館 ・図書館 グループ 病院 グループ

児 A話 し合おうとす る意欲があり、話 E話 し合 お うとす る意欲が あ る。

童 し合 いを進 める ことが で きる。 話題 に集中 させ たい。

の B進 んで意見を言 うことは少ないが F提 案内容についての話 し合いで

実 課 題 に沿 って考 えよ うとす る。 は意欲的であった。集中力を持続

態 C話 し合いに集中できると、大変意 す ることが課題。

欲 的 に話す ことがで きる。 G自 分の意見を もって いるので、

D求 あられれば意見を言える。進ん 他の児童に対 して も積極的に発言

で発言 させ たい。 さ せ た い。

H説 得力を出すために、理由や根

拠 を付 け加 え るようにさせ たい。

中心になって話 し合いを進めること 発表の練習については、よく協力

支 がで きる児童がいるので、他の児童に して意見を聞き合い、話 し合いを進

援 も意見を出してもらうような言葉かけ あていた。全員 が発言 で きるので、

や進あ方を工夫するように助言する。 話題に沿 った話 し合いやっなげる言

葉 かけがで きるよ うに助言 す る。

〈課 題 〉

○ 聞 く時 の観 点 の 示 し方 を具 体 的 に し、 内 容 に 目 を向 け る よ うな工 夫 を す る。

(例)「 よ い と ころ」 「話 の 中 身 で感 心 した と こ ろ」 「よ い と思 った ア イデ ィア」 等

○ 自 己評 価 と と も に、 「自分 た ち の話 し合 い が ど うだ った か。 」な ど の グル ー プ と して の

評 価(相 互 評 価)を 充 実 す る。
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i高 学年B分 科会1 研究主題 適 切 な言葉 を使 い、 目的に応 じて

計画的に話 し合 う活動 の工夫

國
(2)単 元 名 五 日市 か ら とび だ して、 世 界 を広 げ よ う 〔基 礎 ・基 本 ◇ ⑧ Φ ◇ ⑧ 〕

～ 語 り合 お う!夏 休 み の と って お き の体 験 を ～

(2)研 究 主 題 と単 元 との か か わ り

高 学 年 の 話 し合 う学 習 活 動 に お け る話 題 は、 児 童 に と って 興 味 ・関心 が あ る、 必 然 性 が

あ るだ けで な く、 話 し合 う内 容 が 「価 値 あ る もの」 と い う こ と も大 切 な こ とで あ る。 本 単

元 は、 必 ず し も結 論 と い う もの はで な いが 、 話 した い 聞 きた い と思 う もの で あ り、 自分 の

考 え を広 げ た り深 め た りで き る もの で あ る。

この よ うな話 題 の 場 合 「ス ピー チ形 式 」 に す る こ とが多 い。 しか し、 気 楽 に 自由 な 雰 囲

気 の 中 で、 話 す こ と聞 くこ とを楽 しみ、 知 的好 奇 心 を広 げ て い く こ と を め ざ し、 「フ リー

トー キ ン グ」(※)を 選 択 した。

そ こで 、 「フ リー トー キ ング」 に よ る話 し合 いの進 め方 を知 る た め に 、 フ リー トー キ ン

グの 台 本 を も とに ロー ル プ レイ を して イ メ ー ジ をっ か ませ た。 また 、 「話 し合 い の手 引 き」

(資 料2)に よ って、 話 題 が そ れ た 時 や停 滞 した時 、 方 向 を転 換 した い時 な ど の 発 言 に つ

い て指 導 した。

これ らの手 立 て を と る こ とに よ って、 話 し合 う学 習 活 動 の充 実 を図 った。

(3}学 習 指 導 計 画 の概 要(本 時5/6)

主 な 学 習 活 動 ○指導事項 ●教師の支援 ◎ 評 価

第

・学習 の目的を知 り、学習計画
を立 て る。

○学習の目的 と方法を知 らせ
学習計画を立てること。

◎学習の見通 しがもて
たか。

一 ・ フ リ ー ト ー キ ン グ の ロ ー
● フ リー トー キ ン グ の イ メ ー ◎ フ リー トー キ ン グ の

次 ル プ レイをす る。 ジをっか ませ る。 や り方 のイメー ジを

0

・話 し合 いを進 めてい く言

葉 につ いて考 える。
○ 「話 し合いの手引き」を使

って話 し合いを進行させる
発言の仕方をっかむこと。

っかめ たか。

・フ リ ー トー キ ン グ の 準 備 ●話 し合いの話題をもとに、
をす る。 班を決定 してお く。

第

・ 「話 した いこと」「話 題

に したい こと」を付箋紙
に書 き、 メモ ボー ドに貼

○話 題 にさせたいポイ ン トを箇
条書 きにま とめ ること。

●同 じ班 の メンバーの話題 を

◎話 し合いを進めるた
あに必要なメモがで
きたか。

二 る 。 掲示 し、質問 したい ことな ◎話 したい内容が伝わ

次
どもメモに付 け加 えるよ う

助言 す る。
るよ うに話 せたか。

◎話題 をっなげ るよ う
に話 し合 うことがで

④ ・フ リー トーキ ングをす る。(相手 をか
えて2回 行 う)

●関係のある話題を出 し、話
し合いが広がるようにさせ

きたか。
◎次の話 し合 う学習に

生かせるような評価
る 。 がで きたか。

※ 夏 休 み の体 験 を 語 り合 うよ うな場 合 は、 「座 談 会(テ ー ブル トー ク)」 と い う用 語 を使 う こ

とが多 い が 、 今 回 の学 習 を 基 礎 と して 次 の話 し合 いに 発 展 させ て い く意 図 が あ る こ と と、

新 学 習 指 導 要 領 の 高 学 年 の 目指 して い る 内 容 に 照 ら し合 わ せ 、 話 し合 い に方 向 性 の あ る

「フ リー トー キ ン グ」 と して と らえ て い く こ と と した。
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(4)本 時 の 学 習

① 目 標

② 展 開

・話 し合 う こ とで 友 達 の体 験 を 知 る面 白 さを 味 わ う。

・話 題 をつ な げ る よ うに話 し合 う ことが で き る。

前時の学習内容

・誰 とどん な話題 で フ リー トーキ ングをす るのか を知 る。(4人 を基本 に ・似 た体験の班で)

・フ リー トーキ ングの準備 をす るために、話 したいことや話 題 に したい ことを付箋 紙 に箇条書

き に して 、 「フ リー トー キ ン グ メ モ(資 料3)」 に 貼 る。

主な学習活動 ○指導事項 ●教師の支援 ◎ 評 価

1本 時のめあてを確認 し、 ○全員 が フ リー トーキ ングを進

学習の流れをっかむ。 め る意識 を もたせ る こと。

語 り合おう!夏 休みのとっておきの体験を

2班 ご と に フ リー トー キ ン グ ○話題をっなげて話 し合 うこ ◎支援計画 (資料1)を もと

をす る。 と 。 に必要に応 じて助言する。

・ まず自己紹介を兼ねて話 ●付箋紙 は話 したり話題になっ ◎相手に伝わるように分かり

す内容を伝え合う。 たりした ら下の段に貼 りかえ やす く話 してい るか。

・ 友達 に分 か りやす いよ う るよ うに指示 す る。 ◎話題をっなげるように問い

に話す。話題を投げかけ ●話 し始め られない班にはきっ かけた り、質問 した り して

る 。 か けを与え る。 い る か 。

・ 話 題をっな げるよ うに ●関係のある話題を出して話 し

友達の話に質問 したり、 合いが広が るようにす る。

同意 した りす る。 ●早 く終 わ って しま った班 に

は、 メモを もとに話題 を考 え

させ、新 たな視点 を示 す。

3話 し合いの自己評価 ・相互 ◎話 し合うことで自分の体験

評 価をす る。 と友達の体験を比べ、各自

・ 評価 カー ド(資 料4)を の体験についての考えが理

書いたりしなが ら必要な 解 で きたか。

ことは伝え合 い、評価 し ◎話 し合いの仕方を体験の中

合 う。 か ら身に付けようとしてい

4各 班で話 し合 ったことや反 ○よか った点を全員に伝えるこ たか。 また、次 の話 し合 い

省点を全体に伝える。 と 。 に生か そ うと していたか。

次時の学習内容

・フ リー トーキ ング2回 目の準備 をす る。本時 に書 いた 「評価 カー ド」や経験を基 に、次時 に

行 う学年交流 のための フ リー トーキ ングメモを作 り直す。
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(5)授 業 実 践 の成 果 と課 題

〈成 果 〉

① 話 題 ・題 材 の工 夫

・友 達 の経 験 談 を聞 い て 自分 の視 野 を広 げ る題 材 で、 児 童 が話 し合 う活 動 を楽 しみ な が ら

行 う こ とが で きた。

② 話 し合 う活 動 の工 夫

・単 元 構 成 は児 童 に と って わ か りやす か った。 一 回 目の フ リー トーキ ングの後 、次 の フ リー

トー キ ン グ に向 け て の メ モ作 りの視 点 もは っ き り して い た。

・ 「話 をっ な げ る こと」 「話 題 を 広 げ る こ と」 を意 識 した話 し合 う活 動 で あ っ た。

。手 引 きを活 用 し、 ロー ル プ レイ を した こ とに よ って 、 フ リー トー キ ン グの イ メ ー ジ(話

し合 い の進 め 方)を 児 童 が っ か み や す か った。

③ 評 価 の 工 夫

・互 い の よ い と こ ろを 認 め合 う評 価 の方 法 は有 効 だ っ た。 同 じ土 俵 に立 って 、 話 し手 ・聞

き手 の両 面 で 、話 し合 い なが ら行 うこ とが で きた 。

。支 援 計 画 を立 て る こ とで 、 話 し合 う活 動 や 振 り返 る活 動 時 に、 全 体 や 個 に対 して、 適 切

な指 導 ・助 言 が で きた 。

〈課 題 〉

○ 話 を 深 め新 た に創 り出 す話 し合 う活 動 の 題材 に っ い て 、 さ らに 考 え て い く必 要 が あ る。

○ 「話 題 に した い こ と」 メモ の 内容 の 指 導 を工 夫 す る。 相 手 に伝 え るべ き こ とを し っか り

伝 え る こ とや話 が っ なが る よ うな内 容 にす る こと の助 言 が 大 切 で あ る。

○ 台 本 は有 効 だが 、 本 時 の活 動 と同 じ設 定 内容 の もの の作 成 も考 え て い く。

○ 評 価 カ ー ドで は、 内容 に 目を 向 け させ て い くこ とが大 事 で あ る。 聞 き手 の 視 点 ・意 識 を

育 て る こ と も必 要 で あ る。

㈲ 資 料

資料1〈 支援計画と授業記録〉合宿 グループ①A(男 子:地 域剣友会の剣道合宿)

B(男 子:地 域剣友会の剣道合宿)

C(女 子:地 域クラブのバ ドミントン合宿)

【支援計画】 【授業記録】

合宿 グループ(3名)

A:集 中 して 話 す ことが

で き る。

B:コ ー デ ィ ネー ター と

して っ な げ る こ とが

で き る。

C:話 題 提 供 が で き る。

合 宿 時 の エ ピ ソ ー ドな

ど話 題 が 豊 富 に 出 され る。

フ リー トー キ ン グを楽

しむ こと を期 待 。

・今 まで の 合 宿 と比 べ て

ど うか。

・どん な練 習 を す る のか 。

A一 っ 聞 きた い こ とが あ るん だ け ど、 バ ド ミン トンの

練 習 は ど うで した か。

C一 日に、 朝 と午 前 中 と …。

Bそ れ に付 け加 え る んで す け ど楽 し くで き ま したか 。

C疲 れ た け ど楽 しか った。 一 日 に午 前 中 と午 後 あ った

か ら疲 れ た。

BA君 は何 か 楽 しい ことが あ りま したか 。

Aあ りま した。 自由 時 間 に電 話 を か け ま くった こ と で

す 。

B体 育 館 が 自由 に使 え て よか った し、 卓 球 もで き た。

A夜 は何 を しま したか 。

C夜 は他 の 人 の 部 屋 へ 行 って 、 テ レ ビを 見 た り話 を し

た り して 遊 ん だ。

Bそ れ は同 じで す ね 。

話題提供

話題を広げる

楽 しいことに

関連 して

同意
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資 料3〈 フ リー トー キ ン グ メ モ 〉

話を広げる

メモの例

資料4〈 評価 カー ド〉

話 したい話題の

メモ の例
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資料2〈 話 し合いの手引 き〉

話しSい の手引き① く闘 き名人幅 》

同 慧 ・賛 成

年 組 く

なるほと、そうだね

その通 りだ縁

確かに ・… だね

私 もそう思 うよ

私 も同 レよ うに ・… ことが あったのだけれとね、(自 分の例をあける)

賛 成 十 別 の 考 え

∈ヨ分 の 意 見

確かに ・… だね、+た だ 、 ・… も考え られるよ

そ うだね ・9・ ・だ鳳、+で も、 ・… の場合もあるよ

私も同uな んだけれと、 ・・・… レzみ たらとうかな?

私もよくあるよ、とうすれ ぽいいかな、 ・… してみよ うか

そ うすると ・… だ 氾

私のOは ・… たつたから ・… だと思うよ

》

囲

反 対 意 見

國

よく分からないからくわしく教えて?

具体的に君つて、例え ば?

・… のとこるはとうなの?

と う思 つたの?

あなたは ・… について とう思 う?

と うして?そ のわけ は?

私は反対で ・… と思 うよ

私はちがうよ、 ・… だよ

私 は ・… でないよ、 ・… しているから。 あなた も ・・しτみたら?

今 の は ・ … と い う こ と?

・ ・8・ と い う廠 味 た ね

8舌を 変 え る ・広 げ る

ま と二め る

他には?

～二こユうで ・… に=つし、で=1まこう?

それからとうなつたの?

つまり、 ・… だね

・… のところは似ているね

・… のとこるはちがってい るね

まとめてみると ・… とい うことが 曹えるね

・… のことから、 ・… ということが考えられるね



IV研 究の成果 と課題

1成 果

(1}話 題 ・題材 の工夫

児 童 にと って、話 し合 う必要感 のあ る話題 ・題材 とは、「身近 な話 題」、 「体 験 を基 に考

え られ る話題」、「適時性 があ り、話 し合 う価値 のある話題」 の3っ であ ると とらえ、 そ れ

らの視点か ら単元開発 を行 った。 この3っ の視点 を基 に、学年や発達段階 に応 じて、生 活

に密 着 した ものか ら、学校生活 や地域、社会 に目を向 けた ものへ と発展 させて い くことに

よ り、児童 の話 し合 う意欲 を引 き出 し、思 いや考えを活発 に交流す る姿を促す ことがで き

た。

(2}話 し合 う活動 の工夫 話 し合 いに必要 な基本的 な技能を明確 に し、系統的 に配列 して一

覧表 に まとめる ことによ り、 それぞれの技能を身 に付 けさせ るための効果的 な指導時期 や

順序 、技能 と話題 との関連 が明確 にな った。それ らを基 に、「理解 し合 う」 「広 げ る」 「ま

とめ る」 などの話 し合 いの機能 を重視 した話 し合 いの方法や形態を工夫 し、 モデル とな る

ビデオ視聴 や ロールプ レイを行 う活動 などを意図的 に単元 に組み込 む ことで、効果的 に技

能 を身に付 ける ことがで きた。

㈲ 評価 の工夫

自己評価 で は、話 し合 いによって何が得 られ るのかという内容面 と、その話 し合いによ っ

て どんな力 が身 に付 くのか といった技能面 とを区別 してめあてを もたせて振 り返 らせ た。

それによ り、話 し合 い自体の よさや価値 に気付かせてい くことがで きた。 また、 自分 た ち

の話 し合 いを ビデオテープや録音 テープによって振 り返 らせ ることによ り、話 し合 いで大

切 なポ イ ン トに気付かせ ることがで き、その ポイ ン トを評価項 目と して意識 し、次の活 動

へ のめあて と して主体的 に生かそ うとす る姿が見 られた。 これ らの活動 の工夫を通 して、

児童 自 らが 自己評 価 をす るための力 を身 に付 ける手 だてが明確 にな った。

相互評価 で は、 話 し合 いの仕方 を客観的 に振 り返 るための場 を設 け、 自分 たちの話 し合

いの仕方 を話 題 に して話 し合 った り、 ア ドバイザーか らの助言 を基 に して話 し合 った りす

る ことによ り、話 し合 いの仕方 を効果的 に振 り返 ることがで きるよ うにな った。

また、学 習後 の評価だ けで はな く、学 習の前や学 習中にめあてを確認 させた り、支援 計

画 を基 に教 師が評 価 し、 よか った ことに気付 かせた り広 げた りす ることに よ り、学習効 果

が上が り、 さらに児 童の学 習への意欲が高 まることが分 か った。

2課 題

(1}話 題 ・題材 の充実

児童が話 し合 いに必要感 をいだ くに は、話題 。題材 が大 きくかかわ って いる。教 師 の願

いと児童 の願 い とのバ ラ ンスを考え、児童 の生活 に根 ざ した単元 を さらに開発 す る必 要 が

ある。

(2}児 童 によ る評価 の仕方 や教 師の支援 の仕方 の充実

児童 が学習 を振 り返 るために は、 自己評価 だ けでな く児童 同士 によ る相互評価 が とて も

重要 であ る。 自己評 価 に生 かせ る相互評 価の方法 や活動、教 師の支援 の タイ ミングや具 体

的 な方法 を さ らに明 らか に して い く必要があ る。
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